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＜概要＞ 

 目の中の網膜は、カメラでいえばフィルムにあたる部分であり、視細胞と呼ばれる神経細胞で光を

感じることができる。しかし、網膜色素変性症のような視細胞が働かなくなる異常では、光を感じるこ

とができなくなり、目が見えなくなってしまう。網膜色素変性症は、約 5000 人に一人はかかる目の網

膜の疾患で、根本的な治療法は知られていない。本研究では、残存する視神経細胞（神経節細胞）

に対して、光感受性色素メラノプシンの遺伝子導入を行うことにより、網膜色素変性症モデルマウス

の視覚回復に成功した。目の見えなかったマウスが、遺伝子導入後には、２択視覚刺激の水泳プー

ルの中で光を求めて泳いでいくこともできるようになった。 

 今回網膜に遺伝子導入した物質はメラノプシンと呼ばれる光感受性のタンパク質。この物質は光

を感じて神経細胞を興奮させることができる。網膜色素変性症では、病状が進行すると光を感じる視

細胞はなくなってしまうが、光を普段は感じない別の細胞（視神経細胞など）は残っており、今回は、

その残っている視神経細胞へ AAV ベクターを用いてメラノプシンを遺伝子導入した。メラノプシンを

視神経細胞に遺伝子導入したところ、細胞が光を感じ興奮して電気活動を起こすように変化した。そ

こで、このマウスが光を感じているかどうか瞳孔反射を調べたところ、目の見えなかったマウスでも、

光を感じて瞳孔がすぐさま閉じるようになった。さらに、水泳プールの中で、光をもとめて泳がせたと

ころ、８０％以上の確率で、光を感じて泳ぎつくことができるまで視覚が回復した。 

 本研究成果により、メラノプシンの遺伝子導入による光感受性獲得が視覚機能回復に実用的であ

ることが証明された。 
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